
  

２  地下水 

 

（１）概  要 

地下水の水質保全を図るため、水質汚濁防止法第 16 条の規定により水質測定計画を

毎年策定し、これに基づき水質汚濁防止法第 28 条の規定に基づく政令市である長野市

及び松本市とともに地下水の水質測定を実施しています。 

平成 30 年度は、概況調査、汚染井戸周辺地区調査及び継続監視調査を表Ⅰ-2-1 の

とおり行いました。 

概況調査は、県内の汚染状況を把握するために、県内の山岳地域等を除いた地域を

約５km（概況調査２は松本市内を約 2.5km、概況調査３、４、５、６は長野市内を 2.5 

km）のメッシュで区分して行っています。平成 30 年度は 68 地点 52 項目について調

査を実施しました。 

汚染井戸周辺地区調査は、概況調査等により新たに判明した汚染について、汚染範

囲を確認するとともに汚染原因の究明に資するため、周辺井戸の水質測定を実施する

もので、平成 30 年度は県内１地点８井戸について測定を行いました。 

継続監視調査は、既に汚染が判明した地点周辺で行うもので、平成 30 年度は県内 33

地点 52 井戸で揮発性有機化合物、51 地点 87 井戸で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、14

地点 22 井戸で重金属等の測定を行いました。 

 

  表Ⅰ-2-1 調査概要 

調査区分 測 定 項 目 調査回数 測定地点 

概況調査 

1 

環境基準項目 

              長野県 28 項目 

              松本市 1 15 項目 

年１回 
長野県 36 地点 

松本市  2 地点 

2 環境基準項目        松本市 2 15 項目 年１回 松本市 14 地点 

3 環境基準項目                 27 項目 年１～２回 長野市*116 地点 

4 要監視項目  23 項目 年１回 長野市*116 地点 

5 PCB                  1 項目 年１回 長野市*1 7 地点 

6 フタル酸ジエチルヘキシル 1 項目 年１回 長野市*1 5 地点 

汚染井戸 

周辺地区調査 
汚染物質及びその分解生成物のうち環境基準項目 適 宜 

長野県  1 地点 

     8 井戸 

継続監視調査
*2 

揮発性有機化合物 

 

              長野県 6 項目 

              長野市 18 項目 

年１回 

長野県 23 地点 

    42 井戸 

長野市 10 地点 

    10 井戸 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 1 項目 年１～２回 

長野県 45 地点 

    83 井戸 

松本市  6 地点 

     6 井戸 

重金属等（鉛、六価クロム、砒素、ふっ素、ほう素） 

              長野県 4 項目 

              長野市 2 項目 

              松本市 1 項目 

年１回 

長野県 11 地点 

    19 井戸 

長野市  2 地点 

     2 井戸 

松本市  1 地点 

     1 井戸 

＊１ 地点が重複。 

＊２ 測定地点数は調査区分間で重複あり。 
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（２）地下水の水質 

ア 概況調査 

概況調査の測定結果は、表Ⅰ-2-2 及び表Ⅰ-2-3 のとおりです。 

環境基準項目について 68 地点で調査した結果、テトラクロロエチレンが２地点で

環境基準を超えていました。全調査地点のうち 66 地点で環境基準を達成し、環境基

準達成率は 97.1%となりました。 

また、要監視項目について 16 地点で調査した結果、全マンガンが２地点で指針値

を超えていました。 

       

表Ⅰ-2-2  概況調査結果 

○ 環境基準項目 

項   目 
概 況 調 査 

調 査 
地点数 

環境基準 
超過地点数 

濃度範囲(mg/L)*2*3 環境基準 
(mg/L) 

１ ２ ３*1 ５*1 
県 松本市 松本市 長野市 長野市  超過率 最小値 最大値 

環
境
基
準
項
目 

カドミウム ◯   ◯  52 0  < 0.0003 < 0.0003 0.003 

全シアン ◯   ◯  52 0  < 0.1 < 0.1 検出されないこと 

鉛 ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.005 < 0.005 0.01 

六価クロム ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.02 < 0.02 0.05 

砒素 ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.005  0.006 0.01 

総水銀 ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.0005 < 0.0005 0.0005 

アルキル水銀*4 ◯ ◯ ◯ ◯  0 0  < 0.0005 < 0.0005 検出されないこと 

PCB ◯    ◯ 43 0  < 0.0005 < 0.0005 検出されないこと 

ジクロロメタン ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.002 < 0.002 0.02 

四塩化炭素 ◯   ◯  52 0  < 0.0002 < 0.0002 0.002 

クロロエチレン ◯   ○  52 0  < 0.0002 < 0.0002 0.002 

1,2-ジクロロエタン  ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.0004 < 0.0004 0.004 

1,1-ジクロロエチレン  ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.01 < 0.01 0.1 

1,2-ジクロロエチレン  ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.004  0.004 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.0005  0.0045 1 

1,1,2-トリクロロエタン ◯   ◯  52 0  < 0.0006 < 0.0006 0.006 

トリクロロエチレン ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.001  0.002 0.01 

テトラクロロエチレン  ◯ ◯ ◯ ◯  68 2 2.9% < 0.0005  0.089 0.01 

1,3-ジクロロプロペン  ◯   ◯  52 0  < 0.0002 < 0.0002 0.002 

チウラム ◯   ◯  52 0  < 0.0006 < 0.0006 0.006 

シマジン ◯   ◯  52 0  < 0.0003 < 0.0003 0.003 

チオベンカルブ ◯   ◯  52 0  < 0.002 < 0.002 0.02 

ベンゼン ◯   ◯  52 0  < 0.001 < 0.001 0.01 

セレン ◯   ◯  52 0  < 0.002  0.003 0.01 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素  ◯ ◯ ◯ ◯  68 0     < 0.04  9.2 10 

ふっ素 ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.08  0.31 0.8 

ほう素 ◯ ◯ ◯ ◯  68 0  < 0.02  0.16 1 

1,4-ジオキサン ◯   ◯  52 0  < 0.005 < 0.005 0.05 

調査地点数 36 2 14 16 (7) 68 2 2.9% － － 

＊１ 概況調査５は、概況調査３と地点が重複している。 

＊２ 下線は、環境基準値を超えていることを示す。 

＊３ 複数回測定を行っている井戸の濃度は年間平均値。 

＊４ アルキル水銀は、総水銀が検出された場合のみ測定。 
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○ 要監視項目 

項   目 
概 況 調 査 

調 査 
地点数 

要監視項目指針値 
超過地点数 

濃度範囲(mg/L)*2*3 
要監視項目
指針値 
(mg/L) 

１ ２ ４*1 ６*1 
県 松本市 松本市 長野市 長野市  超過率 最小値 最大値 

要
監
視
項
目 

クロロホルム    ◯  16 0  < 0.006 < 0.006 0.06 

1,2-ジクロロプロパン     ◯  16 0  < 0.006 < 0.006 0.06 

p-ジクロロベンゼン    ◯  16 0  < 0.02 < 0.02 0.2 

イソキサチオン    ◯  16 0  < 0.0008 < 0.0008 0.008 

ダイアジノン    ◯  16 0  < 0.0005 < 0.0005 0.005 

フェニトロチオン    ◯  16 0  < 0.0003 < 0.0003 0.003 

イソプロチオラン    ◯  16 0  < 0.004 < 0.004 0.04 

オキシン銅    ◯  16 0  < 0.004 < 0.004 0.04 

クロロタロニル    ◯  16 0  < 0.004 < 0.004 0.05 

プロピザミド    ◯  16 0  < 0.0008 < 0.0008 0.008 

EPN    ◯  16 0  < 0.0006 < 0.0006 0.006 

ジクロルボス    ◯  16 0  < 0.0008 < 0.0008 0.008 

フェノブカルブ    ◯  16 0  < 0.002 < 0.002 0.03 

イプロベンホス    ◯  16 0  < 0.0008 < 0.0008 0.008 

クロルニトロフェン    ◯  16 0  < 0.0001 < 0.0001 － 

トルエン    ◯  16 0  < 0.06 < 0.06 0.6 

キシレン    ◯  16 0  < 0.04 < 0.04 0.4 

フタル酸ジエチルヘキシル     ◯ 5 0  < 0.006 < 0.006 0.06 

ニッケル    ◯  16 0  < 0.001  0.004 － 

モリブデン    ◯  16 0  < 0.007 < 0.007 0.07 

アンチモン    ◯  16 0  < 0.002 < 0.002 0.02 

エピクロロヒドリン     ○  16 0  < 0.00004 < 0.00004 0.0004 

全マンガン    ◯  16 2 12.5% < 0.02  1.4 0.2 

ウラン    ◯  16 0  < 0.0002  0.0002 0.002 

調査地点数    16 (5) 16 2 12.5% － － 

＊１ 概況調査６は、概況調査４と地点が重複している。 

＊２ 下線は、要監視項目指針値を超えていることを示す。 

＊３ 複数回測定を行っている井戸の濃度は年間平均値。 

 

表Ⅰ-2-3 概況調査の環境基準等超過井戸 

○ 環境基準項目 

調査区分（実施主体） 井戸所在地 深度 (m) 環境基準超過項目 
濃度 

(mg/L)*1 
環境基準 

(mg/L) 
 

概況調査（長野県） 岡谷市大栄町 70.0 テトラクロロエチレン 0.089 0.01 G-9 

概況調査（長野県） 岡谷市堀ノ内 80.0 テトラクロロエチレン 0.014 0.01  

*1 複数回測定を行っている井戸の濃度は年間平均値。 

 

○ 要監視項目 

調査区分（実施主体） 井戸所在地 深度 (m) 要監視項目指針値超過項目 
濃度 

(mg/L)*1 
指針値 
(mg/L) 

 

概況調査（長野市） 長野市富竹 6.3～20 全マンガン 1.4 0.2 G-3 

概況調査（長野市） 長野市風間 不明 全マンガン 1.2 0.2 G-4 

*1 複数回測定を行っている井戸の濃度は年間平均値。 
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イ 汚染井戸周辺地区調査 

汚染井戸周辺地区調査は、概況調査やその他の調査により新たに地下水汚染が判明

した１地点を対象に、汚染判明の発端となった井戸及びその周辺にある８本の井戸に

ついて、測定を実施しました。 

汚染井戸周辺地区調査の測定結果は、表Ⅰ-2-4 のとおりです。テトラクロロエチレ

ンが１地点で環境基準を超えていました。 

 

 

表Ⅰ-2-4  汚染井戸周辺地区調査結果 

調査地点 発 端 項  目 
調 査 

地点数*1 

環境基準 

超過地点数*1 

濃度範囲(mg/L)*2*3 環境基準
(mg/L) 最小値 最大値 

岡谷市大栄町 概況調査 

クロロエチレン 1(8) 0(0) < 0.0002 < 0.0002 0.002 

1,1-ジクロロエチレン 1(8) 0(0) < 0.01 < 0.01 0.1 

1,2-ジクロロエチレン 1(8) 0(0) < 0.004 < 0.004 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 1(8) 0(0) < 0.0005  0.0055 1 

トリクロロエチレン 1(8) 0(0) < 0.001 < 0.001 0.01 

テトラクロロエチレン 1(8) 1(1) < 0.0005  0.019 0.01 

調査地点数 1(8) 1(1) － － 

＊１ （ ）内は井戸数を示す。 

＊２ 下線は、環境基準等を超えていることを示す。 

  ＊３ 複数回測定を行っている井戸の濃度は年間平均値。 
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ウ 継続監視調査 

継続監視調査は、既に汚染が判明している地点を対象に、154 本の井戸について測

定を実施しました。 

継続監視調査の測定結果は、表Ⅰ-2-5 及び表Ⅰ-2-6 のとおりです。砒素が５地点 

８井戸、クロロエチレンが１地点１井戸、1,2-ジクロロエチレンが１地点２井戸、ト 

リクロロエチレンが５地点６井戸、テトラクロロエチレンが 10 地点 16 井戸、硝酸性 

窒素及び亜硝酸性窒素が 24 地点 28 井戸、ふっ素が２地点２井戸、ほう素が２地点２ 

井戸で環境基準を超えていました。 

表Ⅰ-2-5  継続監視調査結果（再度汚染井戸周辺地区調査を含む） 

項  目 
調査 

地点数*1 
環境基準 

超過地点数*1 

濃度範囲(mg/L)*2*3 環境基準 
（指針値） 

(mg/L) 
最小値 最大値 

環
境
基
準
項
目 

鉛 2 (3) 0 (0) < 0.005 < 0.005 0.01 

六価クロム 1 (1) 0 (0)  0.02  0.02 0.05 

砒素 6 (10) 5 (8) < 0.005  0.11 0.01 

ジクロロメタン 10 (10) 0 (0) < 0.002 < 0.002 0.02 

四塩化炭素 10 (10) 0 (0) < 0.0002 < 0.0002 0.002 

クロロエチレン 33 (52) 1 (1) < 0.0002  0.0067 0.002 

1,2-ジクロロエタン 10 (10) 0 (0) < 0.0004 < 0.0004 0.004 

1,1-ジクロロエチレン 33 (52) 0 (0) < 0.01 < 0.01 0.1 

1,2-ジクロロエチレン 33 (52) 1 (2) < 0.004  0.12 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 33 (52) 0 (0) < 0.0005  0.054 1 

1,1,2-トリクロロエタン 10 (10) 0 (0) < 0.0006 < 0.0006 0.006 

トリクロロエチレン 33 (52) 5 (6) < 0.001  0.055 0.01 

テトラクロロエチレン 33 (52) 10 (16) < 0.0005  0.24 0.01 

1,3-ジクロロプロペン 10 (10) 0 (0) < 0.0002 < 0.0002 0.002 

ベンゼン 10 (10) 0 (0) < 0.001 < 0.001 0.01 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 51 (87) 24 (28)  0.52  28 10 

ふっ素 3 (5) 2 (2) < 0.08  2.3 0.8 

ほう素 2 (3) 2 (2)  0.63  2.8 1 

1,4-ジオキサン 10 (10) 0 (0) < 0.005 < 0.005 0.05 

要
監
視
項
目 

クロロホルム 10 (10) 0 (0) < 0.006 < 0.006 0.06 

1,2-ジクロロプロパン 10 (10) 0 (0) < 0.006 < 0.006 0.06 

p-ジクロロベンゼン 10 (10) 0 (0) < 0.02 < 0.02 0.2 

トルエン 10 (10) 0 (0) < 0.06 < 0.06 0.6 

キシレン 10 (10) 0 (0) < 0.04 < 0.04 0.4 

調査地点数 ※実数 92 (154) 48 (62) － － 

＊１ （ ）内は井戸数を示す。 

＊２ 下線は、環境基準を超えていることを示す 

＊３ 複数回測定を行っている井戸の濃度は年間平均値。 
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表Ⅰ-2-6    継続監視調査の環境基準超過井戸 

調査

区分 
調査地点 測定井戸 

発端／ 

周辺の別 
井戸深度

(m)*1 
環境基準超過項目 

濃度
(mg/L)*2 

環境基準 
(mg/L) 

井戸番号 

長
野
県 

小諸市八満 小諸市八満 発端 3.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10 T-3 

小諸市乗瀬 小諸市乗瀬 周辺 3.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 14 10 T-6 

佐久市岩村田 佐久市岩村田 周辺 不明 トリクロロエチレン 0.024 0.01 T-11 

川上村御所平 川上村御所平 発端 60.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 20 10 T-17 

上田市真田町本原 
上田市真田町本原 発端 不明 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10 T-26 

上田市真田町本原 発端 不明 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10 T-27 

上田市生田 上田市生田 発端 不明 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 22 10 T-30 

東御市田中 東御市田中 発端 60.0 
トリクロロエチレン 0.055 0.01 

テトラクロロエチレン 0.026 0.01 

東御市八重原 東御市八重原 発端 16.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10 T-31 

青木村夫神 青木村夫神 発端 6.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 18 10 T-33 

東御市和 東御市和 周辺 5.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10 T-35 

岡谷市郷田 
岡谷市郷田 発端 26.0 テトラクロロエチレン 0.021 0.01 T-45 

岡谷市加茂町 周辺 75.0 テトラクロロエチレン 0.024 0.01 T-46 

岡谷市湊 岡谷市天竜町 周辺 50.0 テトラクロロエチレン 0.078 0.01 T-50 

岡谷市天竜町 岡谷市中央町 周辺 不明 クロロエチレン 0.0067 0.002 T-52 

伊那市美篶 
伊那市美篶 発端 7.0 テトラクロロエチレン 0.14 0.01 T-55 

伊那市美篶 周辺 4.0 テトラクロロエチレン 0.24 0.01 T-56 

伊那市小沢 
伊那市小沢 発端 38.5 1,2-ジクロロエチレン 0.12 0.04 T-57 

伊那市小沢 周辺 3.0 1,2-ジクロロエチレン 0.046 0.04  

駒ヶ根市下平 駒ヶ根市下平 発端 不明 トリクロロエチレン 0.015 0.01 T-61 

駒ヶ根市赤穂 
駒ヶ根市赤穂 発端 50.0 テトラクロロエチレン 0.14 0.01 T-63 

駒ヶ根市赤穂 周辺 44.0 テトラクロロエチレン 0.015 0.01 T-64 

辰野町伊那富 

辰野町伊那富 発端 不明 テトラクロロエチレン 0.031 0.01 T-71 

辰野町伊那富 周辺 103.0 トリクロロエチレン 0.045 0.01 T-72 

辰野町伊那富 周辺 100.0 
トリクロロエチレン 0.032 0.01 T-73 

テトラクロロエチレン 0.057 0.01 

箕輪町福与 箕輪町福与 発端 7.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 17 10 T-82 

箕輪町福与 箕輪町福与 発端 6.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10  

飯島町七久保 飯島町七久保 発端 6.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 25 10 T-84 

南箕輪村 南箕輪村 発端 14.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 27 10 T-86 

飯田市鼎西鼎 飯田市鼎西鼎  周辺 不明 テトラクロロエチレン 0.015 0.01 T-88 

飯田市南信濃和田 
飯田市南信濃和田 発端 100.0 砒素 0.011 0.01 T-92 

飯田市南信濃和田 周辺 0.0 砒素 0.037 0.01  

高森町上市田 高森町上市田 発端 92.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 14 10 T-93 

高森町山吹 高森町山吹 発端 89.5 砒素 0.023 0.01 T-95 

阿智村浪合 阿智村浪合 発端 3.0 ふっ素 2.3 0.8 T-101 
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調査

区分 
調査地点 測定井戸 

発端／ 

周辺の別 
井戸深度

(m)*1 
環境基準超過項目 

濃度
(mg/L)*2 

環境基準 
(mg/L) 

井戸番号 

阿智村伍和 阿智村伍和 発端 0.0 砒素 0.052 0.01 T-105 

喬木村 喬木村 発端 6.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10 T-106 

喬木村 喬木村 発端 32.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 24 10 T-108 

豊丘村神稲 

豊丘村神稲 周辺 30.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10 T-111 

豊丘村神稲 周辺 62.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10 T-112 

豊丘村神稲 周辺 不明 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 13 10 T-113 

生坂村 生坂村 発端 3.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10 T-118 

大町市常盤・社  大町市常盤 発端 100.0 ふっ素 1.0 0.8 T-120 

須坂市日滝 須坂市日滝 発端 100.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10 T-124 

千曲市土口 千曲市土口 周辺 不明 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10 T-125 

坂城町中之条 坂城町中之条 周辺 55.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10  

中野市西条 

中野市西条 発端 7.0 テトラクロロエチレン 0.026 0.01 T-135 

中野市西条 周辺 15.0 テトラクロロエチレン 0.045 0.01 T-136 

中野市西条 周辺 40.0 テトラクロロエチレン 0.015 0.01 T-137 

山ノ内町平穏 
山ノ内町平穏 発端 6.0 砒素 0.11 0.01 T-140 

山ノ内町平穏 周辺 23.0 砒素 0.048 0.01 T-141 

中野市若宮 
中野市竹原 発端代替 80.0 

砒素 0.071 0.01 T-142 

ほう素 1.1 1 

中野市新井 周辺 150.0 砒素 0.074 0.01 T-143 

飯山市常盤 飯山市常盤 発端 不明 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 28 10 T-144 

長
野
市 

長野市鶴賀緑町 長野市鶴賀緑町 発端代替 102.0 トリクロロエチレン 0.030 0.01 T-2 

長野市南長野南県町  長野市南長野南県町  発端 100.0 テトラクロロエチレン 0.019 0.01 T-5 

長野市南長野諏訪町  長野市南長野諏訪町  発端 0.0 テトラクロロエチレン 0.013 0.01 T-7 

松
本
市 

松本市空港東 松本市空港東 発端 120.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10 T-2 

松本市稲倉 松本市稲倉 発端 6.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10  

松本市笹賀 松本市笹賀 発端 120.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 11 10 T-4 

松本市神林 松本市神林 発端 60.0 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12 10  

松本市水汲 松本市水汲 発端 70.0 ほう素 2.8 1 T-9 

＊１ 深度 0.0 m は湧水又は伏流水を示す。 

＊２ 複数回測定を行っている井戸の濃度は年間平均値。 
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